
問

生
活
保
護
は
、
申
請

日
か
ら

日
以
内
に
保
護

14

の
可
否
等
を
決
定
し
、
書

面
で
通
知
す
る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
。

本
市
の
場
合
は
平
均
的

に
１
ヵ
月
近
く
か
か
っ
て

お
り
、
改
善
が
必
要
だ
が
。

健
康
福
祉
部
長

生
活
保

護
法
に
お
い
て

日
以
内

14

と
定
め
ら
れ
て
い
る
が
、

「
た
だ
し
書
き
」
と
し
て

扶
養
義
務
者
の
資
産
及
び

収
入
状
況
の
調
査
等
、
特

別
の
理
由
が
あ
る
場
合
は

日
ま
で
延
ば
す
事
が
出

30来
る
と
さ
れ
て
い
る
。

本
市
の
状
況
は
平
成
29

年
実
績
で

・
４
日
で
あ

24

り
、

日
以
内
に
通
知
で

14

き
た
割
合
は
４
％
弱
と
な

っ
て
い
る
。

調
査
に
日
時
を
要
し
、

困
難
な
状
況
も
生
じ
て
い

る
が
、
事
務
改
善
を
進
め
、

迅
速
な
保
護
決
定
に
努
め

て
ゆ
く
。

問

平
成

年
度
の
被
保

29

護
世
帯
は
平
均
１
０
６
４

世
帯
で
、
現
在

人
の
ケ

13

ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
対
応

し
、
一
人
当
た
り
約

世
82

帯
を
担
当
し
て
い
る
。

保
護
決
定
の
遅
れ
を
解

消
す
る
た
め
に
も
増
員
す

る
考
え
は
な
い
か
。

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
は
、

業
務
の
専
門
性
か
ら
社
会

福
祉
主
事
資
格
の
取
得
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。

資
格
取
得
状
況
と
、
ケ

ー
ス
ワ
ー
カ
ー
の
平
均
在

職
年
数
は
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長

平
成
27

～

年
度
に
各

人
ず
つ

29

1

増
員
し
、
適
正
配
置
に
努

力
し
て
き
た
。
適
切
な
人

員
配
置
に
努
め
て
ゆ
く
。

人
中
「
３
科
目
社
会

15
福
祉
主
事
資
格
」が

人
、

14

社
会
福
祉
主
事
資
格
と
社

会
福
祉
士
資
格
の
両
方
の

取
得
者
が
１
人
、
平
均
在

職
年
数
は
３
・

年
だ
。

25

問

全
国
的
に
福
祉
職
の

採
用
を
増
や
し
て
い
る
自

治
体
が
増
加
し
て
い
る
。

市
と
し
て
福
祉
現
場
に

社
会
福
祉
士
や
精
神
保
健

福
祉
士
の
専
門
職
採
用
を

増
や
し
て
ゆ
く
こ
と
が
必

要
で
は
。

健
康
福
祉
部
長

現
在
、

来
年
度
採
用
に
向
け
て
社

会
福
祉
士
の
募
集
を
し
て

い
る
。

今
後
も
専
門
的
人
材
の

確
保
を
推
進
す
る
中
で
、

福
祉
系
専
門
職
の
採
用
・

検
討
に
つ
い
て
も
適
切
に

す
す
め
た
い
。
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日
に
行
わ
れ
た
鶴
岡
市
議
会
の
一
般
質
問
で
、
日

10
本
共
産
党
の
菅
井
巌
議
員
は
、
①
生
活
保
護
制
度
、
②

集
中
豪
雨
・
大
雨
被
害
対
策
に
つ
い
て
、
市
当
局
の
対

応
を
質
し
ま
し
た
。

ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
・
専
門
職
の
増
員
を

問

本
市
の
生
活
保
護
利

用
者
の
中
で
高
齢
者
単
身

世
帯
が
４
割
を
占
め
て
い

る
が
、
熱
中
症
事
故
の
事

例
は
な
か
っ
た
か
。

生
活
保
護
利
用
者
、
特

に
高
齢
者
単
身
世
帯
の
ク

ー
ラ
ー
設
置
状
況
は
。

健
康
福
祉
部
長

被
保
護

者
で
熱
中
症
に
よ
る
救
急

搬
送
・
受
診
は
今
年
度
３

件
確
認
し
て
い
る
。

エ
ア
コ
ン
設
置
状
況
は

８
月
１
日
現
在
、
被
保
護

世
帯
１
０
９
３
件
中
５
６

４
件
で
約
半
数
、
高
齢
者

単
身
世
帯
で
は
３
１
６
件

中
、
設
置
さ
れ
て
い
な
い

と
思
わ
れ
る
の
は
約
１
５

３
件
で
あ
る
。

問

ク
ー
ラ
ー
設
置
に
つ

い
て
は
厚
労
省
が
６
月
、

生
活
保
護
開
始
時
点
で
、

熱
中
症
予
防
が
特
に
必
要

な
人
が
保
有
し
て
い
な
い

場
合
、
一
時
扶
助
で
購
入

す
る
こ
と
を
認
め
た
。

原
則
と
し
て
今
年
７
月

１
日
以
降
に
転
居
等
し
た

場
合
に
限
る
が
、
今
年
に

限
っ
て
４
月
１
日
以
降
も

認
め
て
い
る
。

４
月
以
降
の
生
活
保
護

利
用
開
始
世
帯
へ
の
周
知

と
、
利
用
実
態
は
。

健
康
福
祉
部
長

６
月
に

通
知
さ
れ
た
文
書
を
各
ケ

ー
ス
ワ
ー
カ
ー
が
確
認
し

対
応
し
て
い
る
。

８
月
ま
で
開
始
さ
れ
た

件
に
つ
い
て
、
該
当
世

65帯
に
状
況
確
認
し
て
い
る

が
、
現
在
申
請
に
至
っ
て

い
る
ケ
ー
ス
は
な
い
。

問

鶴
岡
生
活
と
健
康
を

守
る
会
が
「
生
活
保
護
の

手
引
き
」
の
改
善
に
つ
い

て
申
し
入
れ
、
担
当
課
で

は
今
年
度
見
直
す
こ
と
を

表
明
さ
れ
た
。

８
項
目
要
望
し
て
い
る

が
進
捗
状
況
は
。

健
康
福
祉
部
長

指
摘
の

あ
っ
た
制
度
対
象
に
係
る

記
載
や
、
来
所
相
談
が
困

難
な
場
合
電
話
相
談
や
訪

問
が
可
能
で
あ
る
こ
と
を

記
載
す
る
な
ど
、
８
項
目

の
見
直
し
を
で
き
る
だ
け

反
映
さ
せ
、
今
年
度
中
改

善
で
き
る
よ
う
に
作
業
を

進
め
て
い
る
。

問

集
中
豪
雨
で
道
路
冠

水
や
、
人
家
へ
の
浸
水
の

事
案
が
あ
る
。

最
大
限
の
雨
量
を
予
測

し
た
雨
水
対
策
と
、
雨
水

下
水
接
続
の
指
導
な
ど
は

さ
れ
て
き
た
の
か
。

改
修
の
際
に
は
、
呑
み

込
め
な
い
水
を
溜
め
る
調

整
池
な
ど
の
整
備
方
策
も

あ
る
の
で
は
な
い
か
。

建
設
部
長

開
発
区
域
の

規
模
・
地
形
・
予
定
建
築

物
の
用
途
・
降
雨
量
か
ら

想
定
さ
れ
る
雨
水
を
効
果

的
に
排
出
で
き
る
よ
う
、

管
渠
の
勾
配
・
断
面
先
を

定
め
、
放
流
先
を
考
慮
し
、

排
水
路
や
河
川
等
へ
の
接

続
を
指
導
し
て
い
る
。

短
時
間
雨
量
を
予
測
し

た
対
策
は
、
放
流
先
の
排

水
能
力
や
、
側
溝
整
備
に

お
け
る
開
発
業
者
負
担
が

大
き
く
難
し
い
。

放
流
先
の
河
川
や
水
路

の
流
下
能
力
を
超
え
、
自

然
排
水
が
で
き
な
い
場
合

に
は
調
整
池
の
設
置
が
必

要
と
な
る
が
、
ス
ペ
ー
ス

や
費
用
が
課
題
だ
。

街
区
公
園
の
地
下
へ
設

置
す
る
な
ど
公
共
施
設
の

ス
ペ
ー
ス
活
用
な
ど
を
検

討
す
る
必
要
が
あ
る
。

問

大
山
保
育
園
付
近
か

ら
山
の
手
町
内
へ
の
冠
水

が
あ
り
、
床
下
浸
水
も
発

生
し
て
い
る
。

流
量
確
保
の
た
め
の
排

水
路
拡
幅
な
ど
改
善
は
。

建
設
部
長

現
在
事
業
整

備
中
の
大
山
第
２
排
水
区

は
、
平
成

年
度
か
ら
工

25

事
着
手
し
、
今
年
度
は
大

山
保
育
園
西
側
に
あ
た
る

約

㍍
区
間
の
整
備
予
定

66
だ
。
こ
の
工
事
で
大
山
第

２
排
水
区
の
整
備
は
す
べ

て
完
成
す
る
予
定
だ
。

東
側
の
大
山
第
１
排
水

区
に
つ
い
て
も
、
下
水
道

法
認
可
を
受
け
、
な
る
べ

く
早
い
時
期
に
整
備
に
着

手
し
改
善
を
図
り
た
い
。

（
２
面
に
つ
づ
く
）

高
齢
単
身
世
帯
の
ク
ー
ラ
ー
設
置
状
況
は

調
整
池
整
備
な
ど
豪
雨
対
策
を



問

中
高
一
貫
校
設
置
に

つ
い
て
、
中
教
審
答
申
で

は
、
①
高
校
選
抜
の
影
響

を
受
け
ず
に
ゆ
と
り
あ
る

学
校
生
活
、
②
６
年
間
の

一
貫
し
た
教
育
に
よ
る
才

能
の
発
見
、
③
中
学
１
年

か
ら
高
校
３
年
ま
で
の
異

年
齢
集
団
の
社
会
性
、
こ

の
３
つ
だ
っ
た
。

そ
れ
が
な
ぜ
鶴
岡
市
で

は
郷
土
愛
と
グ
ロ
ー
バ
ル

化
の
人
材
育
成
、
多
様
な

選
択
肢
の
提
供
、
企
業
進

出
の
た
め
の
教
育
環
境
整

備
と
な
っ
た
の
か
。

教
育
長

平
成

年
度
か

26

ら
市
の
重
要
事
業
要
望
の

中
で
「
中
高
一
貫
教
育
校

の
設
置
」
を
県
に
要
望
し

て
き
た
。

そ
の
目
的
は
大
き
く
２

つ
に
整
理
さ
れ
、
１
つ
は

中
教
審
答
申
に
あ
る
内

容
、
２
つ
は
平
成

年
度

27

か
ら
３
年
間
、
文
科
省
の

指
定
を
受
け
本
市
で
取
り

組
ん
だ
小
・
中
・
高
・
大

が
連
携
し
た
英
語
教
育
の

実
践
や
、
慶
應
先
端
生
命

科
学
研
究
所
な
ど
で
最
先

端
の
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ

ー
が
学
べ
る
と
い
っ
た
、

本
市
の
特
徴
や
本
市
独
自

の
教
育
素
材
を
生
か
し
、

中
高
の
学
習
内
容
を
弾
力

的
に
組
み
入
れ
る
教
育
課

程
編
成
が
可
能
な
中
高
一

貫
教
育
校
制
度
を
活
用
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り

有
効
に
本
市
の
特
徴
や
本

市
独
自
の
教
育
素
材
を
生

か
す
こ
と
が
出
来
る
と
と

ら
え
て
い
る
。

そ
の
過
程
に
お
い
て
、

郷
土
の
良
さ
を
再
確
認

し
、
郷
土
愛
が
醸
成
さ
れ

て
く
る
も
の
と
考
え
る
。

児
童
生
徒
や
保
護
者
の

多
様
な
ニ
ー
ズ
に
応
え
る

こ
と
が
可
能
と
な
り
、
本

市
の
教
育
水
準
の
維
持
向

上
に
つ
な
が
る
と
考
え
て

い
る
。

問

先
日
の
就
学
前
保
護

者
説
明
会
で
は
、
弊
害
と

し
て
、
小
学
生
段
階
で
の

受
験
競
争
の
導
入
、
県
立

中
学
校
が
１
つ
増
え
る
こ

と
か
ら
既
存
の
中
学
校
の

生
徒
数
へ
の
影
響
、
校
舎

が
離
れ
職
員
室
が
中
・
高

で
別
、
鶴
岡
南
高
の
５
ク

ラ
ス
が
７
ク
ラ
ス
に
な

り
、
平
均
的
な
学
力
水
準

が
低
下
し
、
難
関
大
学
へ

の
受
験
の
質
が
担
保
さ
れ

な
い
等
出
さ
れ
た
が
。

教
育
長

今
年
度
、
県
教

育
委
員
会
に
よ
っ
て
市
内

の
県
立
高
校
整
備
に
係
る

関
係
者
懇
談
会
が
立
ち
上

げ
ら
れ
、
産
業
界
・
私
立

高
校
・
各
高
校
同
窓
会
・

高
等
教
育
機
関
か
ら
意
見

を
聞
い
て
い
る
。

ま
た
子
育
て
世
代
の
意

見
を
聞
く
た
め
に
、
未
就

学
児
童
保
護
者
対
象
説
明

会
も
開
催
さ
れ
て
い
る
。

高
校
再
編
や
中
高
一
貫

教
育
校
に
つ
い
て
理
解
が

深
ま
っ
た
と
い
う
感
想
・

意
見
や
、
期
待
す
る
と
い

う
声
、
消
極
的
で
は
あ
る

が
反
対
は
し
な
い
と
い
う

声
が
多
く
寄
せ
ら
れ
た
。

よ
り
多
く
の
市
民
の
理

解
の
も
と
に
計
画
が
進
め

ら
れ
る
よ
う
県
教
育
委
員

会
に
働
き
か
け
て
い
く
。

温海庁舎産業建設課入札結果（ ）内は予定価格
9月20日入札分

・あつみ温泉桜植栽工事(湯温海地内)（入札5業者）
(有)植進造園 3,560,000円（3,889,000円）工期～12/10（落札率91.54％）

建築課入札結果（ ）内は予定価格
9月20日入札分

・市立保育園管理棟 鶴岡産木材購入（無垢材）
不調

・市営稲生住宅3・4号棟屋根改修工事（稲生二丁目12番1ほか）（入札5業者）
(有)備研 11,500,000円（12,040,000円）工期～12/25（落札率95.51％）

土木課入札結果（ ）内は予定価格
9月20日入札分

・大荒3号線道路改良工事（大荒地内）（入札7業者うち3業者辞退）
(株)諏訪建設 10,100,000円（10,496,000円）工期～11/30（落札率96.23％）
・市道小在家大杉線防雪柵設置工事（黒川地内）（入札5業者）
(株)王祇建設 14,800,000円（14,988,000円）工期～12/14（落札率98.75％）

9月19日入札分
・市道少連寺砂谷線道路災害復旧測量設計業務（少連寺地内）（入札12業者）
(株)榎本測量設計事務所 1,750,000円（1,788,000円）期間～12/10（落札率97.87％）
・市道上川代手向線道路災害復旧測量設計業務（羽黒町川代地内）（入札12業者）
(有)鶴岡測量 1,750,000円（1,751,000円）期間～12/10（落札率99.94％）

（
１
面
の
つ
づ
き
）

問

大
山
川
の
壁
面
の
ブ

ロ
ッ
ク
の
隙
間
が
拡
大

し
、
支
障
木
が
生
い
茂
り
、

壁
面
の
保
持
に
支
障
を
き

た
し
て
い
る
。

河
床
の
土
砂
堆
積
と
支

障
木
の
除
去
を
求
め
る
声

が
住
民
か
ら
上
が
っ
て
い

る
が
対
応
は
。

建
設
部
長

河
川
壁
面
の

亀
裂
拡
大
な
ど
変
化
が
見

ら
れ
た
場
合
は
、
住
民
か

ら
情
報
提
供
い
た
だ
き
、

県
よ
り
現
場
確
認
し
て
も

ら
う
対
応
を
し
た
い
。

河
床
浚
渫
、
支
障
木
伐

採
は
、
予
算
確
保
が
厳
し

い
中
、
河
川
流
下
能
力
向

上
計
画
に
基
づ
き
順
次
実

施
し
て
い
る
。

大
山
川
に
つ
い
て
も
引

き
続
き
県
に
要
望
す
る
。

日
に
行
わ
れ
た
鶴
岡
市
議
会
の
一
般
質
問
で
、
日

10
本
共
産
党
の
加
藤
鉱
一
議
員
は
「
田
川
地
区
の
県
立
高

校
再
編
と
中
高
一
貫
校
に
つ
い
て
」
取
り
上
げ
ま
し
た
。

中
教
審
答
申
と
異
な
る
設
置
目
的
な
ぜ

問

知
的
発
達
な
ど
特
別

支
援
が
必
要
な
子
ど
も
の

中
学
卒
業
後
の
進
路
は
、

高
等
養
護
学
校
と
、
（
平

成

年
度
に
文
科
省
の

24
「
特
別
支
援
教
育
総
合
推

進
事
業
」
の
研
究
指
定
校

と
な
っ
た
）
鶴
岡
南
高
山

添
校
の
２
つ
が
あ
る
。

高
等
養
護
学
校
を
卒
業

し
専
門
学
校
を
目
指
そ
う

と
し
た
生
徒
が
、
高
卒
の

資
格
が
な
い
た
め
入
学
試

験
を
受
け
ら
れ
な
い
と
い

う
事
例
が
あ
る
が
。

高
校
で
の
特
別
支
援
教
育
ど
う
す
る

教
育
長

中
学
校
で
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
障
害
に
よ
り

特
別
支
援
を
必
要
と
し
て

い
る
生
徒
の
卒
業
後
の
進

路
は
、
年
々
多
様
化
す
る

傾
向
に
あ
る
。

そ
の
た
め
生
徒
個
々
の

状
況
や
、
困
り
感
に
寄
り

添
い
な
が
ら
、
早
く
か
ら

こ
ま
め
に
面
談
を
実
施
す

る
な
ど
し
て
い
る
。

高
等
養
護
学
校
は
、
知

的
障
害
の
あ
る
生
徒
が
就

労
の
た
め
の
力
を
身
に
つ

け
る
こ
と
を
目
指
す
学
校

で
あ
る
た
め
、
入
学
希
望

者
に
は
１
日
体
験
入
学

や
、
保
護
者
と
共
に
進
路

等
相
談
を
受
け
る
こ
と
が

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

高
等
養
護
学
校
か
ら
も

十
分
な
説
明
が
さ
れ
、
そ

れ
を
理
解
し
た
上
で
入
学

と
な
る
。

問

県
は
田
川
地
区
の
高

校
再
編
で
２
０
２
０
年
度

の
山
添
校
の
募
集
停
止
を

決
め
て
し
ま
っ
た
が
、
特

別
支
援
の
必
要
な
生
徒
の

進
路
を
ど
う
す
る
の
か
。

教
育
長

県
教
育
委
員
会

か
ら
は
、
全
て
の
高
校
に

お
い
て
特
別
支
援
教
育
の

視
点
に
立
っ
た
学
校
経
営

を
推
進
し
て
い
く
こ
と

や
、
通
信
制
・
定
時
制
の

課
程
が
集
約
さ
れ
る
庄
内

総
合
高
校
に
お
い
て
も
、

鶴
岡
南
高
山
添
校
で
培
わ

れ
た
特
別
支
援
教
育
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
引
き
継
ぐ
と
の

考
え
が
示
さ
れ
て
い
る
。

現
在
、
田
川
地
区
の
高

校
４
校
に
は
５
人
の
特
別

支
援
教
育
支
援
員
が
配
置

さ
れ
て
い
る
。

特
別
支
援
教
育
支
援
員

の
拡
充
を
含
め
、
高
等
学

校
で
の
特
別
支
援
教
育
が

い
っ
そ
う
充
実
し
て
い
く

よ
う
に
働
き
か
け
る
。


